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図A．ジャライル部族ムカリ国王家の系図
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大元ウルス江南統治首脳の二家系
（1）拙稿「元朝江南行墓の成立」『東洋史研殉第54巻第4号、1996年。「大元ウルスの江南駐屯軍」『大
　　阪外国語大学論集』第19号、1998年。「大元ウルス治下江南初期政治史」陳洋史研究』第58巻第4
　　号、2000年。従来いわれた「江南支配の脆弱性」の考えの根拠に対する批判は、「大元ウルスの江南
　　駐屯軍jl74～175、190～191頁参照。
（2）植松正「元代江購行省宰相考」『元代江南政治社会史研究』1997年に、「世襲的傾向一江南行省宰相
　　の家系一」ftttPteg傾向一世臣の家系、及びそれを生み出す構造一」（213～216頁）があり、蒙古人・
　　色冒人・北中国出身者における「世襲」の実例が列挙されている。だが、その詳しい実態について
　　は考察を控えている。起源・意味についても「モンゴル・元朝累代の世臣が尊重される傾向」が著
　　しいのは、「この人的関係こそが征脹王朝の組織の基盤として、当初蒙書入の為政者が目ざしたとこ
　　ろであろう」（215頁）と推測するにとどまる。
（3）志茂碩敏「GhilzEn　Khlin　rk権の中核群について」llアジア・アフリカ書語文化研知第18号、1979琿、
　　90頁には、『集史』のウリャンカン部族考に基づくスベエテイの子孫の系図が載る。それはフレグ・
　　ウルスで活動した者たちについてのものであり、本稿所載の系図とは、スベエティとククチュ以外
　　は重ならない。
（4）マングタイが家系の上でムカリ国王家センウの関係者と考えられることについては、「江南初期政治
　　史」第三章（2）マングタイの擁頭、28頁を参照。
（5）スグンチャクの第二子ノヤン（乃燕）の系統のドルジバル（朶爾直班）は順帝トゴン・テムル時代に
　　潅東粛政廉訪使をつとめ、その後、江南行婁治書侍御史、江西行省左丞に任じたが謹任しなかった。
　　本稿でいう首脳の地位にまで至っていない。玩知巻139柔爾直班伝。
（6＞中書左丞相アジュが、江南全体を統轄する行中書省の長として、おそらく揚州に派遣される討画で
　　あったことは、拙稿「大元ウルス治下江南初期政治史」第一章（3）江南統治体鋼の模索、および拙
　　稿吠元ウルスの江南駐屯軍jl80～至82頁参照。
（7）注6に示す部分の「江南初期政治史3参照。
（8）この二通の聖雷については、注6に示した部分のほか、前掲拙稿「元朝江南行盛の成立」86頁参照。
　　これらがf関係する者たちに彼らの任命を周知させる布告としての性格を有する」ことは、イラン
　　のフレグ・ウルスの後継政権ジャライル朝で編纂された匡宮職任命のための書記規軸（Dastfir　al－
　　Kbtib／T　ta‘　yin　a1－maratib）所載のペルシア文任命書の性格として指摘されることと共通し、それ以外
　　にも文書形式に類似点が認められる。なお聴蟹通纏楠籔備要sに「硬訳体」ないし雅文漢文で
　　三十数例載る御吏蔓高官の任命記事も同様の性格を有する。大元ウルス高官任命書の研究は未開振
　　であり、ユーラシア東西にわたるモンゴル蒋代命令文の比較研究に資するものである、，玩典鞠等
　　所載のものも含め検討し、稿を改めて論じたい。本沼實儒「ジャライル朝のモンゴル・アミール鋤
　　「モンゴルの遊牧的宮鞠『モンゴル蒋代吏研究』1991年、杉山正明f元代蒙漢合壁命令文の研究
　　（一）」（神戸市外国語大学）『外国学研究SXXI，1990年、小野浩「とこしえなる天の力のもとに」『岩
　　波講座世界歴史1121997年，参照。
（9）より正確には陳平王偉家滋は、この家のバアトルの系統の伝記である。ムカリ六世の孫バイジュ
　　（拝住）が元永貞に著させ、蘇天爵掴朝名臣事略s巻一太師魯国忠武王（ムカリ）、丞相東平忠憲正
　　（安童アントム）に部分的に引用されたかたちで参照できる。本稿での参照部分は、『元知木華黎
　　伝の方が情報量が多いため、伝を引く。銭大断『十駕斎養新録』巻十三「東平王偉家」参照。
（10＞この書と喋史Sチンギス・カン紀の関係についての最近の説は、Yekemingγatai　irin6in　f元代のア
　　ルタン＝＝デプテル及び明代モンゴルの大元国号について」（講演要量）『日本モンゴル学会紀要S第27
　　丹、1997年、144頁参照。『聖武親征録』は、王国維哩武親征録校注』を用いた。
〈1圭）Rashid　al－DTn　Fazl　AllEh｝Hainad盃nT，　J∂mi‘a1－7bvδr於ん，　MSS．　lstanbul，　T｛）pkapi　Sarayt　MUzesi，　Kutuphanesi，
　　RevaR　l　s　l　8．98b。　stiyfirghamTshl．　kUchの語義については、本田實信「フラグ・ウルスのイクター制」
9モンゴル時代史研究港1991年、47、248頁、G．1）oeTfer，　Tfirkische　und　MOi2gotiscSie　Elemenごe　im
　　l　eitpersisclien，　Band　3，1662．　kuc参照。
（12）モンゴル帝國の原型とムカリがそこに占める位置については、杉山正明「モンゴル帝國の原像」陳
　　洋史研究遷第37巻第1号、1979年、27～29頁参照。
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大阪外圏語大学論集第22号（2⑪00年）
（13）ムカリの称号中の「都行雀」の解釈については、前田直典「元朝行省の成立過程」『元朝史の研究S
　　l973年、152頁参照。
（i4）ウヤル元帥とトカ（トガン）元帥の軍が、おのおの十の千戸から成ることは、本田蜜信「チンギス・
　　ハンの千戸」ilモンゴル時代史研究坦991年、36頁参照。
（15）黄時竪「木華黎国王鷹下諸軍考」謬元吏論叢S第一輯、1982年。
（16）以下の記述はおもに『元！；illS巻119、木華黎伝に付された子孫の伝による。ムカリ国王家のクビライ
　　政権成立までの簡史は、杉山正明「大モンゴルの滋界幽1992年、154～158頁謄運のジャライル国
　　王家」参照。
（17）Rashid　al－Dln　Fazl　Allah　ffamadtinT，ノ∂〃2プαムル痂7勅，　MSS．　lstanbul，　Topkapi　Sarayr　Muzesi，　KUtUpl｝anesl，
　　Revanl5｝8．14a。
（18）前掲前田直典f元朝行省の成立過程」二、ヒタット統治最高機関（燕京行藁尚書省）の沿革、参照。
（19）ぽ禿史g巻131、忙兀台伝；巻152、石天禄伝。王揮「申堂事記」中統二年夏六月二日9秋澗先生大全
　　文集遍巻8正。犀大元馬政記遷和買馬、太宗皇帝十年戊戌六月二R。
（20）前掲拙稿「元朝江南行藁の成立鐸78頁、注22参照。
（21）玩史』巻58、地理志一、上都賂ゴ【ここは、1元（チンギス以来の時期も含める）の初めは、ジャラ
　　イル部・ウルウト部の営幕地であった。憲宗五年（1255）に偉祖（クビライ）に命じてこの地に厨さ
　　せ、強大な藩鎮（臣鎮）とした。1前掲、杉山駄モンゴルの世界』互52頁、同『クビライの挑戦g
　　玉995年、90頁参照。
（22）この姻戚関係については、拙稿玩朝江南行籔の成鵡92～93頁の図2ギジャライル国王家の姻戚関
　　係j参照。バアトルについては、前掲杉山9クビライの挑鞠96～10G頁「モンゴル左翼集団」参照。
（23）拙稿「クビライ政権の成立とスベエテイ家」陳洋吏研究S第48巻第碍、1989年、138頁参照。
（24）同様の任はフウシン部族のタガチャル、ジャライル部族のテムテイらにも与えられたが、スベエテ
　　ィが上位と考えられる。陛武親征録幽、「金史薯玩史渥本紀など年代認類には、スベエテイのみ又
　　は連名の場合彼が筆頭に挙げられている。また、各家系の子孫がクビライ時代に授けられた武階宮
　　からも、スベエテイ家のタガチャル、テムテイの家系に対する優位が明らかである。なお、拙稿「元
　　代華北のモンゴル軍団畏の家系i9史林』第75巻3号、1992年、松田孝一「河南潅北蒙吉軍都万戸府
　　考」『東洋学報還第68巻3・4号、1987年、ma　On　the　9e－nan　Mongol　Army，　The　Meinoirs　of　the　Toyo　Bunko，
　　50，1992，2．The　Origifi　of　the　Ho－nan　Mongol　Army参照。ちなみに引用史料中の河南から北への移住が
　　モンゴルの中国統治にもたらした影響については松闘孝一「モンゴル帝国領漢地の芦目統計揮待兼
　　由論叢圏史学19、1985年、28～30頁参照。
（25）前掲拙稿「クビライ政権の成立とスベエテイ家1四、アジュの登場、参照。
（26）前掲拙稿「元代華北のモンゴル軍団長の家系」B．ブジェク家、D．チャガン家、参照。
（27）玩史』世祖本紀、該当年次の嚢陽・奨城攻囲戦関連記事を参照。たとえば、至元四年八月壬午、
　　十二月己卯：五年六月甲申、九月丁巳、十一月庚申、七年九月丙寅、八年四月戊午、六月癸卯。嚢
　　陽・奨城攻囲戦の特徴は羨掲杉山正明防ビライの挑戦S156～160頁、軍前行省については、前掲
　　前田直典玩朝行省の成立過程」五一2参照。攻囲戦の首脳部の構成については、李天鳴辣元戦
　　史』二、王988奪、藤載の附表十六～甘一が参考になる。陥落後の南宋遠征軍の構成については前掲
　　拙稿「元朝江南行籔の成立3図1南宋遠征軍の構成、参照。
（28）前掲拙稿f元代蓬北のモンゴル軍腰長の家系」A．スベエテイ家、参照。
（29）鷹下の軍がモンゴル軍と漢軍ほか（契丹、女真等）との混成軍檬古・漢軍」と記されることも共
　　通する（A．スグンチャク、B．アジュ鷹下の軍において）。檬古・漢軍」については、松照孝一「宋
　　元軍制史上の探馬赤（タンマチ）問題」佐竹靖彦ほか編『宋元時代史の基本問題』1996年、170～171
　　頁、杉山正明匡モンゴル帝国の興亡・下£1996年、84～85頁参照。
（30）二家系の接触を物語る史料がない背景は、後述する家格の差や本拠地の違いのほか、その人物、家
　　系を称揚するE的で書かれる漢文伝記資耕などの資料的限界も存すると考えられる。そもそも漢文
　　化人の書いた漢文吏料は、モンゴル内部の事情・棚互関係には詳しくない。
（31）前掲拙稿「クビライ政権の成立とスベエテイ家」三、および杉山正明「クビライ政権と東方三王家」
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　　陳方学報京都』eg54号、1983年、四章を参照。
（32）前掲杉山正明昧モンゴルの世獅217頁では、凱旋後、さらに対シリギの叛乱関連の軍事行動とし
　　て、ともにビシュバリクに進駐したとする。
（33）玩朝秘如巻九§2eg、§221。前掲本田實信fチンギス・ハンの千戸」35頁、原山煙「モンゴル遊牧
　　民徴界に於けるイヌ観念について」畑中幸子、原山煙編陳北アジアの歴史と社会SI991年参照。
（34）前掲拙稿「元代華北のモンゴル軍団長の家系」66頁。
（35）華北済南の漢人軍閥張践では、当主が歴代の称号を、次位の者が江南での官職を帯びる形をとった
　　例がある。ムカリ国王家の場合、掴王」の継承という要素も加わるが、類似の構造と言える。拙稿
　　「李遭の乱後の漢入軍閥」『史榊第78巻第6号、1995年、23～24頁参照。
（36）志茂碩敏ジモンゴルとペルシァ語吏書」『岩波講座世界歴吏1三』1997年、270～27頃。また、同邸モ
　　ンゴル帝国史研究序説£1995年、第三章モンゴル帝国の国家構造、参照。
（37）江南統治体鋼におけるモンゴルと中国との二要素の存在は、この他にも、f江南戸鋤についても認
　　められる。江南では、諸王・后妃公主・勲臣らへの権益分与および権益地のダルガチ選定権授与が
　　行われた。これは、チンギス・カン以来の一族分封の原理に基づく。その一方で江南全体の戸数に
　　対する「江南戸鋤の比率は、華北での五戸糸戸のそれに比べて明らかに少ない。クビライ政権の
　　申央集権国家としての特微が見られる。前掲拙稿「李曖の乱後の漢人軍閥」23、27頁参照。
（38）ちなみにクビライ時代、大元ウルス南方の穎たな境域の経略に当たっていたのは、クビライの庶子、
　　鎮南王トゴン（脱歓）やウイグル人のエリクカヤ（阿屋海牙）であった。トゴンは至元二十一年に
　　チャムパ（占城）経略を命じられ（『元史過世祖本紀、至元二十一一年七月戊子）、経路のヴェトナム陳
　　朝攻略に当たった。彼らの魔下にはジャライル部族のアウルクチ（奥魯赤）、ソド（唆都）、旧西夏王
　　族の李恒らであった。皇族のトゴンを除き、彼らの出身はムカリma　EE家やスベエテイ家よりも低い。
　　拙稿「元朝江南行盛の成立」91～94頁参照。李檀も武階官、中書省窟から見ても家格は低い。なお
　　トゴンについては「江南初期政治史」注75参照。なお、カイシャン以後に二家系出身の江南統治首
　　脳が連続しないのは、各大カアンの政権基盤が大きく変化し、二家系の各政権との関係も変化する
　　ためと考えられる。
（39）f江南初期政治望」第三章（2）マングタイの纏頭、および前掲前田直典F元朝行省の成立過程jl85
　　頁参照。
（40）「江南初期政治史」各章および蕩掲拙稿「光代華北のモンゴル軍団長の家系」A．スベエテイ家（ア
　　ジュ）、玩朝江南行籔の成立」（センウ）、「大元ウルスの江南騎電軍」第二章参照。
（41）玩典章S巻59工部2造作2、橋道「修城子光体例」、「江南初期政治史」第一章注28参照。
（42）匡元史s巻128相威伝。
（43）前掲拙稿「元朝江南行嘉の成立」87～90頁および99頁注45参照。スグンチャク長子クルムシ以後の
　　「国王」の継承順は未解明の点が多い。
（44）玩史幽世祖本紀、至発二十五年正月E丑、および注39参照。
（45）彼の名は「卜憐吉帯」「不隣吉帯」（帯の字は台、　とも）などと漢字表記される。同名異人が、玩
　　史謝巻3憲宗本紀、元年夏六月条に見える。その人物がJuvaini，　Tjrrkh－i　Jahdn－6USha（世界征服者の
　　歴史）にも現れる。それについてのBoyleの転写に従い、ブリルギテイB“rilglteiと表記する。」，A．
B◎yle，　The　Histoi　y　of　Wor’d－Conqueror，1958，　P．246　note9参照。
（46）前掲拙稿「大元ウルスの江南駐屯軍」192～193頁参照。
（47）「江南初期政治史」淫29参照。
（48）彼とその家系に関わるおもな史料は、黄潜f江漸行中書雀平章政事贈太傅安慶武嚢王神道碑」「金華
　　黄先生文集』巻24である。ほか元明善汰師漢陽忠武王碑」嫡朝文類g巻23も参照。
（49）「省激を奉じ辺事を馳報するに、王（テムル）機事は密かにせざるべからざるを謂い、便殿に入対し
　　て懐より奏騰を幽す。上（クビライ）大いに之を奇とし、近臣の文墨を知る者を召して進読せしむ
　　　　　　　なまた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらあ
　　に、窪右に適ま其の人なし。王、拝して言いて曰くf臣も亦た粗ら文墨を知る」と。乃ちその文を
　　論して釈すに訳語を以てす。音吐明暢、辞旨精切にして、上悦び、縦横に殿中を行かしめて之を黙
　　察し、偉器たるを知る。」（前掲黄潜「江漸行中書省平章政事贈太傅安慶武嚢王紳道碑」9b）
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（50）9元史S成宗本紀、元貞元年五月甲年；同巻168陳思伝。
（51）銚燧呼章政事忙兀公神道碑」『国朝文類』巻59、『山左金石志』巻23、および玩史g巻玉21博羅歓
　　伝参照。
（52）以下の記述は主にll元史』巻119木華黎伝附脱脱伝による。
（53）トクタの赴任までの問、オUナウル部族ダルハン家のハルカスンが、イスデル没直後の大徳二年九
　　月に成宗テムルに拝謁し、江漸行省平章政事を授けられた。十二月には中央に中書左丞相として召
　　還された。わずか七日間の現地在任という。劉敏中「丞相順徳忠献王碑」職朝文魏巻25、玩史』
　　成宗本紀、大徳二年十二月辛未、同巻136醗刺姶孫伝参照。
（54）朱清、張這没落に関わる政治情勢について、植松正玩代江南の豪民朱清・張痘について」屋元代江
　　南政治社会史研究』1997年に考察がある。ただ、トクタについては言及がない。
（55）この間の政治情勢については、前掲杉山正明『モンゴル帝国の興亡・下Sl70～177頁、岡「大元ウ
　　ルスの三大王国（上）」『京都大学文学部研究紀要g第34、1995年、102～104、112～113頁参照。
（56）前掲拙稿「元代葦北のモンゴル軍団長の家系JC．ナイマン部族マチャ家参照。彼がアジュ所属のXX
　　万戸長の一であった可能性がある。拙稿「大元ウルスの江南駐屯軍」187～188、194～195頁参照。
（57）大徳十一年工月のアユルバルワダ政権樹立において、ハルカスン、ブリルギテイ、ナンギャダイの
　　役割が重要であったことは、玩史」巻137、察軍伝の仁宗時代の部分（標点本331頃）も参照。
（58）犀元史函巻玉78王約伝；同仁宗本紀、延祷元郊六月戊子。
（59）孔斉9至正直記』巻3審戸避籍。周藤吉之「宋代の言危名寄産と元代漢人の投就『唐宋社会経済史研
　　究坦玉8～119頁、植松正「元代の賜田につい℃前掲玩代江南政治粒会史研究幽174～176頁参照。
（60）王揮f大元光禄大夫平章政事兀良氏先廟碑銘」鍬澗先生大全文蜘巻50、lIb；玩史離巻玉28阿堆
　　伝。院史s成宗本紀、元貞二薙七月壬午の記事から、バヤン、アジュ、エリクカヤが江南で占拠し
　　た耕地があったことが知られる。
（61）なお『宋元学案』巻89魯斎学案（許衡）に、「郡王李憐吉鱈先生：河南王李憐吉鱒、嘗て業を魯斎に
　　受く」と記すが典拠未詳。ブリルギテイが漢文化に興味を示したことになる。「宋売学案補趣にも
　　典拠示さず。
　　　　　　　　センウ（62）r元史S巻正28相威伝。ll（至正）金陵新志S巻3金陵表、延祷二年乙郵、「囎（墨釘）月二十八日、栄禄
　　　　　　　　　　　　　　　　　センウ　　大夫阿老瓦丁、御史大夫を行す。梱威の子1。五年戊午の項には、十一月二十八日にバヤン（メルキ
　　ト部族）が行盗御史大夫となったことを記す。岡巻6、題名からもアラーウッディーンの行壷御史大
　　炎在任は延祷二年から五年までと分かる。
（63）閻復ギ江漸行中書省新署記」9天下同文前甲集」巻7。首庸の江漸行省平章政事はウマル（鳥馬児）。
　　このアラーウッディーンは、玩史S成宗本紀では元貞元年正月庚午では参知政事に降格されている
　　が、同年に行御史蔓の次席の御史大夫（添設大夫）とされたとする記録も存する（丁永楽大奥』巻
　　2607、21b、経世大典）。　ll（至正）金陵新志渥巻3金陵表、元貞元年閏四月六日；巻6題名にもその名が
　　　　　　　　　セ　ン　ウ
　　見えるが、「相威の子」との注記はない。大徳三年に御史大炎の定員が一名に減らされ、彼は窟を免
　　ぜられた。翫史』成宗本紀、大徳三年三月戊申。瞭蘂通紀S及び楠蟹備要』「命徹壁為南盛御史
　　　　　　　　　ママ
　　大夫」（大徳二年三月十七霞）。
（64）この間の政治情勢については、前掲杉山正明「モンゴル帝国の興亡・下S202～214頁参照。
（65）黄潜「江漸行中書省平童政事贈太傳安慶武嚢王神道碑」冒金薙黄先生文集」巻24、lla。彼と同時に
　　任じられた中書平章政事チェリクテムル（徹塁鉄木児）やゲオルギス（闊児吉瑚）がトク・テムル政
　　権でも存命しているから粛清されたとは限らないが、江南統治首脳としての活動は認められない。
（66）ブリルギテイの挽歌を書いた陳益穆（ヴェトナム陳朝の王族）が、この政治変動の中、天暦二年照
　　月に没している。「挽卜憐吉列可南王」e皇元風雅』前集；匡安南志岡勧巻13内附侯王。さらに童童が
　　泰定四年八月壬辰に胸南行省平章政事」として見えるから、それ以前であろうか。
（67）童童がスベエテイ家のブリルギテイの子（少なくとも後継者）であることは、次の史料により確か
　　められる。アジュの子が河南雀丞椙で河南王の「吉公」、その子が集賢学士の「南谷公」であること
　　が、盛如梓『庶斎老学叢談s巻1、喫朝開創之初、云々」の項から、また「南谷」が平章政事で河
　　南王の家系であることが、許有壬「題南谷平章画象」『至正集』巻7から、そしてf河南王」となる
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　　童童が大徳七年に揚州にいたことが、宋濠「仏心了悟本覚妙明真浄大禅師奪公碑銘有序］『宋学士文
　　集函巻32から判明する。
（68）『元史』泰定帝本紀、泰定四年八月壬辰；文宗本紀、至順工年三月癸巳、九月癸巳。
（69）太禧宗羅院は、大都に建ち並ぶ、歴代カアンとカトン（妃）の肖像を祀る勅建寺院と江南にも散在
　　する寺産荘園を総轄する窟署であり、トク・テムル時代に入りこの名称で組織された。長たる汰
　　禧宗煙働の定員は六名であった。申榑享「元代大都の勅建寺院をめぐって」r東洋史研究S第58巻
　　第1号、1999年、58買参照。
（70）漢文化人らとの交遊は、今に残る彼らの詩に記される。また、童童自身も漢詩や散曲づくりに励ん
　　だことが知られる。王結「爾谷学士示以舟行詩意図、且以鄙作見徴、倥偬之鹸、峨藪五言聯塞雅命j
　　r文忠集』巻2：許有EE「和南谷平章題李呂公亭韻」F至正集調巻23；銭惟薄「南谷平章寿福楼落成」
　　犀江月松風集週巻3。瞳童学士」の散曲が二点、階樹森編栓元散蜘（1261～1264頁）に、詩三点
　　が顧嗣立『充詩選』に載る。童童が集賢学土であったことや詩の内容からして、彼の作品とする比
　　定は正しいだろう。
（71）玩史毒順帝本紀、至正二十五年閏十月辛未：巻14正察攣帖木児伝附拡廓帖木児伝。スベエテイ家歴
　　代の「河南王」を継いだクク・テムルは、中国の経略者としての性格をも受け継いだ如くである。
　　注59で欝及したe至正直記因巻3審戸避籍では、すでに河南王ブリルギテイの勢力が衰えた旨が認さ
　　れる。著者の孔斉がこの書を記した至正二十年（1360）ころにはスベエテイ家は没落していたと考
　　えられる。
（72）匡元吏㊨巻玉38伯顔伝、馬擦常「勅賜太師暴王佐命元勲之碑」『石田先生文ge　」巻14および前掲拙稿
　　「元代華北のモンゴル軍団畏の家系jB．ジャライル部族ブジェク家参照。
（73）履歴は、＃（至正）金陵新志囲巻6題名、および『南磯備要S「監察御史不許連衡並署」の第二項（至正
　　元年正月初七日）、黄溜「江漸行中書省平章政事贈太傅安慶武嚢王神道er　」による。
（74）この年正月二十日に、父イスデル（テムル）に宮・認の追贈、追封が行われ、グナラはこれを機に
　　翰林侍講学士の黄漕に父の神道碑の撰文を依頼した。この碑文により、彼の兄トインナ（？脱因納）
　　が陳藤行肇御史大夫、紐児該がウイグリスタン統治および他地域在住のウイグル人管理を行う都護
　　府の次宮、同知都護府事であったことを知る。正月十四日、翰林国史院にil后妃・功臣列伝2の編
　　纂が命じられたことと連動すると考えられる。『元知順帯本紀、至正八年正月辛亥参照。
（75）ドルジの記述は、主に『元吏罰巻139朶児只伝による。
（76）ドルジが没した後、魔下の軍を率いるよう命じられたのはf郡王」只児轍伯であった。玩」魏順帝
　　本紀、至正十五年六月是月。ムカリ国王の弟、郡王タイスンの家系の入物は追封（東阿郡王）以外
　　「郡王」を付して表れることはないから、この人物はウルウトないしマングト部族長と考えられる．
　　ジャライル（ムカリ国王家）、ウルウトないしマングト部族の長が率いる軍といえぱ、五投下軍しか
　　あり得ない。この後も五投下軍は健在であった。劉債e北巡私記遍至正二十九年九月七露参照。
（77）蘇天爵が、ドルジのコレクションに添えた文が残る。「書孔子及顔子以下七十二賢蜘磁渓文梅
　　巻30。収集老の窟を「平章」とし、初めの官を東阿の監（ダルガチか）としている点が、玩麹の
　　ドルジ伝には合わないが、撰文の時点も考え台わせればドルジと思われる。文中にf国王（ムカリ）
　　は征伐に大いに功労があったので、所領を東平に与えられた。およそ郡邑の長宮（路の都ダルガチ
　　をはじめとする東平路管下の県の各ダルガチか）は、ことごとくその一門の子孫及び部下（部人）を
　　それに充てることを許されている」とあることは注目される。
（78）前掲の杉凶正明「大元ウルスの三大王国（上）」および志茂碩敏「モンゴル帝国史研究序説S第二章
　　モンゴル帝国各王家の部将達。
（79）本稿（および肛衛初期政治隻」）では、江南統治嗜脳∫に焦点を合わせた。行雀や行璽の「首脳」
　　より下の官についた者たちについて、どのような人物が任に就いたのか、まだ探求の余地があるだ
　　ろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999．10．14受理）
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